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オ ウ トウ幼 果 菌 核 病 の 開 花 期 間 中 の 防 除 法
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1  は  し  め  に

秋田県南部を中心に近年オウトウが新植され,それに伴

い裂果防止を目的とした雨よけハウス栽培も増加 し,そ の

副次的効果として従来オウトウの主要病害であったオウト

ウ灰星病の発生は減少 した。その一方でオウトウ幼果菌核

病の発生が防除上軽視できないものになってきた。

現在,本病害に対して登録ある薬剤は無く,オ ウトウ灰

星病の防除を主体とした同時防除によって対策を講じてる。

オウトウの開花期間中に柱頭から感染し幼果腐れを引き

起こす本病害は,生活環の類似しているリンゴモニリア病

(νοれ,′
jれ ,α ″αι

`)に
対 して,既 に広 く実施されている

開花期間中の殺菌剤散布による防除法が応用できると考え

られた。今回は,オ ウトウ灰星病に登録のあるチオファネー

トメチル水和剤を中心に,数種の剤についてオウトウ幼果

菌核病に対する開花中の散布による防除効果について検討

した。

2試 験 方 法

試験 1 接種によるオウトウヘの開花期間中の殺菌剤散布

による防除効果

a)試験圃場 :秋田県果樹試験場圃場

2)供 試 樹 :ナ ボレオン/ア オバ 9年生

3)散布方法 :1998年 5月 17日 (満開後 5日 目)に 1区

1側枝としてハンドスプレーで供試薬剤を噴霧 した。

“

)接種方法 :散布・風乾の後,胞子懸濁液 (自 然発病

した葉腐れ病斑上の胞子を使用 し濃度は60X104胞子/

表 1 オウトウ開花期間中の薬剤散布による防除効果 (接種)

ml)を各区に噴霧接種 した。

6)調査方法 :5月 27日 に試験区の全果実について発病

の有無を調査した。

試験 2 自然感染によるオウトウヘの開花期間中の殺菌剤

散布による防除効果

(1)試験圃場 :秋田県果樹試験場

2)供 試 樹 :佐藤錦/アオバ 10年生

8)散布方法 :1994年 5月 10日 (満開後 5日 目)に 1区

2側枝としてハンドスプレーで供試薬剤を噴霧 した。

に)調査方法 :5月 27日 に試験区の全果実について発病

の有無を調査した。

試験3 接種によるサクラの開花中の殺菌剤散布による防

除効果

は)試験圃場 :秋田県果樹試験場

2)供 試 樹 :そ めいよしの (10年 生)

3)散布方法 :1994年 4月 26日 (満開後 5日 目)に 1区

1側枝としてハンドスプレーで供試薬剤を噴霧 した。

に)接種方法 :培養 (PSA培地,20℃ ,暗黒下,10日間

培養)菌株から得られたオウトウ幼果菌核病菌の胞子懸濁

液 (胞子濃度50X104胞子/配)を殺菌剤散布の翌日の 4

月27日 ,各区に噴霧接種した。

3 試験結果及び考察

試験 1 接種によるチオファネートメチル水和剤の予防効

果を検討した結果を表 1に示した。本剤の1,000倍 ,2,000

倍いずれの濃度においても効果があることが明らかとなっ

た。薬害は認められなかった。
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試験2 自然発病による開花中の柱頭侵入防除としてオウ

トウ灰星病に登録のある薬剤について検討 した結果を表 2

に示した。発病率はやや低いものの無散布区に比較して供

試 した薬剤すべてにおいて,防除効果が認められた。薬害

はすべての薬剤で認められなかった。

試験3 本病原菌はサクラに対 しても病原性を示し,幼果

腐れを引き起こすことから,8薬剤 9濃度について満開後

5日 目に散布を行い,そ の予防効果について検討した結果

を表 3に示した。チオファネー トメチル水和剤1,000倍
,

2,000倍 ,ベ ノミル水和剤3,000倍 ,ヘキサコナゾールフロ
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表2 オウトウ開花期間中の薬剤散布による防除効果
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表3 サクラの開花期間中の薬剤散布による防除効果 (接種)
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アプル1.000倍,ト リフルミゾール水和剤1.500倍 ,ビ テル

タノール水和剤2,000倍等の防除効果が認められた。すべ

ての供試薬剤について薬害は認められなかった。

以上の結果から,チ オファネー トメチル水和剤1,000倍

又は2,000倍の開花期間中の散布によってオウトウの幼果

菌核病の柱頭侵入を防除できることが明らかになった。ま

た,ベ ノミル水和剤3,000倍 ,ヘ キサコナゾールフロアプ

ル1,000倍 , トリフルミゾール水和剤1.500倍 ,ビテルタノー

ル水和剤2,llllll倍 ,プ ロミシドン水和剤1,lllXl倍等 も開花中

散布による防除効果のあることが示唆された。

現在,本県におけるオウトウの防除暦には灰星病防除対

策として満開後 5日 以内に薬剤を散布しており,幼果菌核

病との同時防除が事実上行われていると言える。今後,各々

の灰星病防除剤の幼果菌核病に対する防除効果を明確にし

ていくと共に,本病害の重要な伝染源となる到商れに対す

る防除法の検討も必要と考えられた。

4 ま と め

オウトウ幼果菌核病の防除法として,開花期間中の薬剤

散布の効果について検討した。その結果,チ オファネー ト

メチル水和剤の1,000倍及び2,000倍をオウトウの満開後 5

日目に散布することによつて本病の防除が可能であること

が明らかとなった。また,ベ ノミル水和剤3,000倍 ,ヘ キ

サヨナゾールフロアブル1,lX10倍 , トリフル ミゾール水和

剤1,500倍 ,ビテルタノール水和剤2,000倍 ,プ ロミンドン

水和剤1,000倍等もオウトウでの試験やサクラヘの接種試

験によつて開花中散布による防除効果が示唆された。
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